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令和６年２月２９日   戸田市立笹目中学校 

１７ 昨 今
校長 髙田 ひろみ  

みなさんは、17というと、どんな印象をおもちになるでしょうか。以前、2015年に持続可能な開発

サミットで採択されたSDGｓに興味をもち、2030SDGｓファシリテーター養成講座を受講しました。

社会科や総合的な学習の時間にて、教員とコラボレーション授業を行いました。当時は、まだ今ほど

SDGｓについて浸透していない中、「よしやってみよう。」と行動した先生方の先見性がそこにはあり

ました。物事は、興味、関心から始まると思います。頭の中だけにとどめるのか、行動に移すのかは、

その事象、その時によって違います。今は昔、その時は６年後の未来である2024年、今を想像できて

いたのか、いないのか・・・しかし、見えないものをとらえ、チャレンジしようという気持ちが未来を

つくります。 

国連193の加盟国が、2016年～2030年の15年間で達成する行動計画がSDGｓです。17の大き

な目標の下に具体的な169のターゲットがあり、さらに具体化した231のインジケーター（指標）が

あります。三層構造となっており、目標を行動に移すことができるように、指標：具体的な行動目標が

設定されています。私たちも、動くかそれとも考えるだけにするかは、この具体の行動目標を決めるこ

とができるか、細分化できるかにもよっていると思っています。17の目標のいくつかを上げると、「④

質の高い教育をみんなに ⑤ジェンダー平等を実現しよう ⑦エネルギーをみんなに そしてクリー

ンに ⑩人や国の不平等をなくそう ⑪住み続けられるまちづくりを ⑫つくる責任 つかう責任 

⑯平和と公正をすべての人に」です。今では、あちらこちらにSDGsのポスターやCMがあり、知らな

い人はいない取組です。視点も自分、自国だけではなく、もっと広いところにあり、経済、社会、環境

のバランスを保ちながら、人類と地球に大切な分野の行動を進めようとしています。ターゲットに限ら

ず、社会の一員として存在する笹中生やその支援者である私たちも、社会と学校をつなげながら学びを

進めていきたいです。 

 もう一つ思い出すのは、社会の授業で習った聖徳太子の『十七条憲法』です。当時仏教

をもって国を治めようとしていました。その中には、今もなお、家庭や学校で大切にして

いることが多くあります。いくつかを抜粋すると「①『和をもって貴しとなす』＝みんな

で協力しよう。争いをやめて、話し合いを物事で決める大切さを説いています。④礼を重

んじよう。⑥人の善い行いを褒め、悪い行いを改めさせよう。⑧勤勉に仕事をしよう。生

徒ならば、一生懸命学びましょう・・・と置き換えられると思います。⑩怒りを抑えて表

面に出さないだけでなく、心を広く持って人の失敗を許そう。⑬自分の担当する仕事や役割を良く知ろ

う。⑭人を恨んではならない。⑰重要なことを決めるときは、大勢の人と相談しよう。そうすれば、人々

を納得させるような理（道理、理論）が見つかるだろう。」です。 

どちらも、日本や社会、世界をより良くしようと考えたものであり、視座を高く持ち、自身の考え方 

や特性を知り、その考えを誰かと共有し、気づき合い、さらに深め合おうとしています。日々の学びに

は、大人も子供もなく、一人の人間として議論し合える・・・そんな場がこれからの教育の場なのかも

しれません。いくつになっても、無限の可能性を信じて、心も身体も頭も鍛え合っていきたいです。 

来月は、３年生にとって義務教育９年間の最後の月。５年後１０年後、さらに先の未来を見据え、共

に卒業証書授与式を創り上げましょう。全保護者の皆様、令和５年度も誠に有難うございました。 
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<3月４日は笹目中「命の日」＞ 

１９年前の３月４日、当時 

２年生でバスケットボール部 

主将が、活動中に北門駐車場 

入口付近で突如倒れ、亡くなり 

ました。北門横に献花台を設け、 

当時の友人により献花や清掃が 

行われていました。しかし、その後は御遺族の意向に

より献花台の代わりに、毎冬に花を咲かせる「クリス

マスローズ」という花をその場に植えました。また、

当時中庭に植えられた寒緋桜は「命の木」と名付けら

れ、同じような悲しい事故が二度と起きないよう、笹

中生の健康と安全を毎日見守ってくれています。写真

は、昨年３月に咲いた「命の木」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3月 の 行 事 予 定 

日 曜 行 事 予 定 

1 金 
県公立入学許可候補者発表 

１・２年：学年末テスト 

2 土 

3 日 

4 月 
命の日 

県公立高校追検査 

5 火 

6 水 
県公立高校追検査入学許可候補者発表 

３年給食あり 

7 木 

8 金 三年生を送る会 ３年給食あり 

9 土 

10 日 

11 月 
８組：激励式、作業販売学習 

学校保健委員会 

12 火 卒業式予行 

13 水 生徒会委員会 

14 木 卒業式準備 

15 金 第４５回卒業証書授与式 

16 土 

17 日 

18 月 ８組：保護者会 

19 火 ２年：保護者会 

20 水 春分の日 

21 木 １年：保護者会 給食最終日 

22 金 小学校卒業証書授与式 

23 土 

24 日 

25 月 学年集会、大掃除、新入生体験入学 

26 火 修了式 

27 水 学年末休業日（～３１日） 

28 木 

29 金 

30 土 

31 日 

笹中生の活躍！ 
【第76 回蕨支部書きぞめ審査会】 

推薦 
特選  

 【第7６回埼玉県書きぞめ中央展覧会】 
 特選賞 

 優良賞 
 【第67 回 全日本学生美術展】 

 仮縁の部 特選 

 仮縁の部 佳作 
 

台紙の部 特選 

台紙の部 佳作 

 【SAITAMA 中学校創造ものづくり教育フェア】 
埼玉県中学校技術・家庭科教育研究会長賞 

 【全国中学生創造ものづくり教育フェア】 
審査員特別賞 
優秀賞    
 【全国中学生創造ものづくり教育フェア関東甲信越大会】 
優良賞 
【第１６回中学生レシピコンテスト】 

 金賞  

【令和５年度全国中学生人権作文コンテスト埼玉県大会さいたま人権擁護委員協議会地区予選】  

協議会長賞 

＜学生生徒旅客運賃割引（ＪＲ学割）＞ 

学年末・春季休業中にＪＲ学割の使用を希望する

場合は、３月１９日（火）までに生徒が事務室へ行

き、申請書をもらうようにしてください。それ以降

の受け付けも可能ですが、使用直前や学年末・春季

休業中の申請には速やかに対応できないことがあ

ります。御了承ください。 

なお、ＪＲ線の片道１０１ｋｍを超える区間に対

して２割引となります。 

＜４月の主な行事＞ 
※予定は変更になる可能性があります。

８日（月） 始業式・入学式 

１７日（水） 授業参観・保護者会 

１８日（木） 全国学力・学習状況調査 

１９日（金） 離任式 

２９日（月） 昭和の日 


